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富
士
山
測
侯
所
を
借
り
て
二
〇

〇
七
年
か
ら
大
気
汚
染
な
ど
の
調

査
を
行
っ
て
い
る
。

な
ぜ
富
士
山

に
こ
だ
わ
る
か
と
い
う
と
、

富
士

山
が
独
立
峰
で
、

山
頂
は
、

地
面

の
熱
や
摩
擦
、

人
の
活
動
に
よ
る

汚
染
大
気
が
た
ま
る
大
気
境
界
層

（千
肝
ぐ
ら
い
）
の
上
の
自
由
対

流
圏
高
度
に
あ
り
、

地
表
の
影
響

を
受
け
に
く
く
、

ま
た
偏
西
風
が

強
く
二
酸
化
硫
黄
や
水
銀
、

粒
子

状
物
質

（Ｐ
Ｍ
）
２
・
５
な
ど
の

大
気
汚
染
物
質
が
大
睦
か
ら
連
ば

れ
て
く
る
の
で
、
こ
れ
ら
の
観
測

に
適
し
て
い
る
か
ら
で
す
。

富
士

山
頭
の
高
さ
に
飛
行
機
で
上
が
り

観
測
す
る
と
な
る
と
、

経
費
も
か

か
り
ま
す
。

富
士
山
頂
で
は
気
象
学
だ
け
で

な
く
、

化
学
分
析
、

二
酸
化
炭
素

の
観
測
、

雨
の
化
学
分
析
な
ど
大

気
化
学
、

永
久
凍
土
と
コ
ケ
の
関

係
を
使
っ
た
温
暖
化
の
調
査
、

天

文
学
の
研
究
ま
で
行
っ
て
い
る
。

富
士
山
測
候
所
を
借
り
て
の
研

る
メ
リ
ッ
ト
は
あ
る
が
、

公
的
援

助
は
一
切
な
く
、

常
に
資
金
が
苦

し
い
と
い
う
の
が
悩
み
で
す
。

最
近
の
ト
ピ
ツ
ク
ス
と
し
て

は
、

〓
二
年
八
月
の
桜
島
の
噴
火

で
、

二
田
後
に
二
酸
化
硫
黄
濃
度

が
上
昇
、

火
山
の
影
響
に
よ
る
大

気
汚
染
が
分
か
り
ま
し
た
。

ま
た

同
年
夏
、

落
雷
時
に
起
こ
る
珍
し

い
高
高
度
発
光
現
象
の
一
つ
と
さ

れ
る

「ス
プ
ラ
イ
ト
」
の
写
真
撮

影
に
成
功
し
て
い
ま
す
。

同
時
に
、

測
候
所
は
四
千
肝
級

の
監
視
タ
ワ
ー
。

東
日
本
大
震
災

で
の
福
島
第
一
原
発
の
事
故
で
の

放
射
性
セ
シ
ウ
ム
を
含
ん
だ
汚
染

空
気
の
固
ま
り
は
、
山
頂
で
は
検

出
さ
れ
な
か
っ
た
が
、

千
五
百
席

の
登
山
道
で
は
検
出
さ
れ
た
”
観

測
デ
ー
タ
を
つ
な
ぎ
合
わ
せ
る
と

二
千
五
百
肝
以
下
の
と
こ
ろ
を
通

っ
た
の
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と

が
分
か
り
ま
し
た
。

今
後
は
測
候
所
の
教
育
へ
の
活

用
に
も
力
を
入
れ
て
い
き
た
い
。

本
楢
湖
そ
ば
の
竜
ケ
岳
か

ら
見
た
昇
る
ダ
イ
ヤ
モ
ン

ド
露
士＝

田
代
博
さ
ん
提
供

く

測候所で異分野連携

統
都
劉
鉄
土
器
屋
由
紀
子
さ
ん

閉暑雰慾鯨十罷ン 薔
蜃整璽暫霧再予会ポが蟹謝耕鍵誓繁磐居
サポー トを自指している。1939年生まれ。

究
は
反
響
も
大
き
く
今
年
も
十
六

の
プ

ロ
ジ

エ
ク
ト
（
五
百
人
が
観

測
、

研
究
を
行
い
ま
す
。

広
い
範

囲

の
研
究
を
受
け
入
れ
る

こ
と

で
、

異

な
る
分
野

の
連
携
が

で

き
、

新
し
い
チ
ャ
レ
ン
ジ
が
で
き


